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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像レンズが結像した被写体像を画像信号に変換して出力する撮像手段と、
　焦点検出の開始指示に応じて、前記画像信号に基づいて前記撮像レンズの焦点検出を行
う焦点検出手段と、
　前記焦点検出中に前記撮像手段から全画角出力される画像信号から被写体検出を行う被
写体検出手段と、
　前記撮像手段から出力された画像信号に基づいて表示装置に画像を表示させる表示手段
と、
　前記撮像手段が部分読みだしにより部分出力している画像信号に基づく画像が前記表示
装置に表示がされている場合に、前記焦点検出の開始指示が検出されると、前記画像信号
が全画角出力されるよう、前記撮像手段を全画角読みだしに変更する制御手段とを有し、
　前記制御手段は、
　　前記焦点検出の開始指示を検出した際、前記表示されている画像が部分出力された画
像信号に基づいて生成されていた場合、前記焦点検出手段による焦点検出が終了したら、
前記撮像手段を前記部分読み出しに戻すとともに、
　　前記被写体検出手段によって、前記部分出力の範囲外で被写体が検出された場合、前
記焦点検出の終了後に前記表示装置に表示される、前記部分出力された画像信号に基づく
画像に警告表示を含めることを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
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　撮像レンズが結像した被写体像を画像信号に変換して出力する撮像手段と、
　焦点検出の開始指示に応じて、前記画像信号に基づいて前記撮像レンズの焦点検出を行
う焦点検出手段と、
　前記焦点検出中に前記撮像手段から全画角出力される画像信号から被写体検出を行う被
写体検出手段と、
　前記撮像手段から出力された画像信号に基づいて表示装置に画像を表示させる表示手段
と、
　前記撮像手段が部分読みだしにより部分出力している画像信号に基づく画像が前記表示
装置に表示がされている場合に、前記焦点検出の開始指示が検出されると、前記画像信号
が全画角出力されるよう、前記撮像手段を全画角読みだしに変更する制御手段とを有し、
　前記制御手段は、
　　前記焦点検出の開始指示を検出した際、前記表示されている画像が部分出力された画
像信号に基づいて生成されていた場合、前記焦点検出手段による焦点検出が終了したら、
前記撮像手段を前記部分読み出しに戻すとともに、
　　前記被写体検出手段によって、前記部分出力の範囲外で被写体が検出された場合、前
記焦点検出の終了後に画像信号を部分出力する範囲を、前記検出された被写体を含む範囲
に変更することを特徴とする撮像装置。
【請求項３】
　前記制御手段は、前記焦点検出の開始指示を検出した際、前記撮像装置が前記画像信号
に電子ズームを適用していれば、前記表示されている画像が部分出力された画像信号に基
づいて生成されているものと判別することを特徴とする請求項１または請求項２に記載の
撮像装置。
【請求項４】
　撮像レンズが結像した被写体像を画像信号に変換して出力する撮像手段と、
　焦点検出の開始指示に応じて、前記画像信号に基づいて前記撮像レンズの焦点検出を行
う焦点検出手段と、
　前記焦点検出中に前記撮像手段から全画角出力される画像信号から被写体検出を行う被
写体検出手段と、
　前記撮像手段にて出力された撮像した画像信号に基づく画像を表示装置に表示させる表
示手段と、を有する撮像装置の制御方法であって、
　前記撮像手段が部分読みだしにより部分出力している画像信号に基づく画像が前記表示
装置に表示がされている場合に、前記焦点検出の開始指示が検出されると、前記撮像装置
の制御手段が、前記画像信号が全画角出力されるよう、前記撮像手段を全画角読み出しに
変更する制御ステップを有し、
　前記制御ステップでは、
　　前記焦点検出の開始指示を検出した際、前記表示されている画像が部分出力された画
像信号に基づいて生成されていた場合、前記焦点検出手段による焦点検出が終了したら、
前記撮像手段を前記部分読み出しに戻すとともに、
　　前記被写体検出手段によって、前記部分出力の範囲外で被写体が検出された場合、前
記焦点検出の終了後に前記表示装置に表示される、前記部分出力された画像信号に基づく
画像に警告表示を含めることを特徴とする撮像装置の制御方法。
【請求項５】
　撮像レンズが結像した被写体像を画像信号に変換して出力する撮像手段と、
　焦点検出の開始指示に応じて、前記画像信号に基づいて前記撮像レンズの焦点検出を行
う焦点検出手段と、
　前記焦点検出中に前記撮像手段から全画角出力される画像信号から被写体検出を行う被
写体検出手段と、
　前記撮像手段にて出力された撮像した画像信号に基づく画像を表示装置に表示させる表
示手段と、を有する撮像装置の制御方法であって、
　前記撮像手段が部分読みだしにより部分出力している画像信号に基づく画像が前記表示
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装置に表示がされている場合に、前記焦点検出の開始指示が検出されると、前記撮像装置
の制御手段が、前記画像信号が全画角出力されるよう、前記撮像手段を全画角読み出しに
変更する制御ステップを有し、
　前記制御ステップでは、
　　前記焦点検出の開始指示を検出した際、前記表示されている画像が部分出力された画
像信号に基づいて生成されていた場合、前記焦点検出手段による焦点検出が終了したら、
前記撮像手段を前記部分読み出しに戻すとともに、
　　前記被写体検出手段によって、前記部分出力の範囲外で被写体が検出された場合、前
記焦点検出の終了後に画像信号を部分出力する範囲を、前記検出された被写体を含む範囲
に変更することを特徴とする撮像装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は撮像装置およびその制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＣＣＤイメージセンサやＣ－ＭＯＳイメージセンサなどの固体撮像素子を用いた撮像装
置（以下、デジタルカメラという）が広く用いられている。
【０００３】
　デジタルカメラに特徴的な機能に電子ズーム機能がある。電子ズーム機能は、ズームレ
ンズ（光学ズーム）の最大倍率を超える倍率を画像処理により実現するものである。典型
的な電子ズームは、光学ズームの最大倍率を超えた倍率が指定された際に有効となり、光
学ズームの最大倍率で撮像した画像の一部を切り出し、画像処理によって拡大するもので
ある。電子ズームの倍率が上がるにつれ、切り出す領域は狭くなり、画素の拡大率が増加
するため、拡大後の画質の劣化も大きくなる。
【０００４】
　一方、倍率を固定とし、光学ズームと併用する電子ズームも存在する。このような電子
ズームをテレコンバージョンレンズになぞらえて、電子テレコンバータ（以下、電子テレ
コンと略す）と呼ぶことがある。
【０００５】
　例えば、ズームレンズの焦点距離が２８ｍｍ～７０ｍｍの場合、電子テレコンの倍率を
２倍に設定したとすると、ズームレンズの焦点距離が５８ｍｍ～１４０ｍｍとなったよう
な撮像結果が得られる（非特許文献１）。
【０００６】
【非特許文献１】PowerShot G9 カメラユーザガイド,[online]、[平成２０年１１月１９
日検索]，インターネット〈URL: http://cweb.canon.jp/manual/digitalcamera/pdf/psg9
.pdf〉、（第７０頁）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　一方、デジタルカメラにおいては光学ファインダに加え、あるいは代えて、電子ビュー
ファインダ（ＥＶＦ）が用いられている。電子ビューファインダは、連続的に撮影した画
像を表示装置に表示することにより実現され、このような表示はライブビューもしくはス
ルー表示などとも呼ばれる。ファインダは視野率が１００％に近いことが好ましいため、
電子ビューファインダにおいても、撮像素子の全体から画素を読み出し、撮像画角に等し
い範囲の画像を表示するのが一般的である。
【０００８】
　通常、スルー表示する画像(ＥＶＦ画像)や動画記録する画像については、一定以上のフ
レームレートが必要なため、撮像素子の全体から或る程度間引いた画素を読み出す。上述
した電子テレコンが有効な場合、スルー表示する画像（ＥＶＦ画像）についても、記録す
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る画像についても、撮像素子の全体から画素を読み出す必要がない。電子テレコンの倍率
に応じた一定の範囲からのみ詳細に画素を読み出せばよい。これにより、良質な画像を得
ることが可能となる。
【０００９】
　しかしながら、所謂イメージャＡＦまたはコントラストＡＦとよばれる、ＴＴＬ方式の
自動焦点検出を行う場合、ＡＦ精度を考慮すると、電子テレコンが有効な場合であっても
、撮像素子の全体から画素を読み出して焦点検出することが好ましい。これは、一般的に
電子テレコンが有効な場合には、ズーム倍率が高くなり、被写体がフレームアウトしてし
まう可能性があり、自動焦点検出中は検出エリアを広めに確保することが好ましいからで
ある。
【００１０】
　本発明はこのような従来技術の課題に鑑みなされたものであり、撮像素子から画像信号
が部分出力されて画像表示されている際のＴＴＬ方式の焦点検出精度を改善することを目
的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上述の目的は、撮像レンズが結像した被写体像を画像信号に変換して出力する撮像手段
と、焦点検出の開始指示に応じて、画像信号に基づいて撮像レンズの焦点検出を行う焦点
検出手段と、焦点検出中に撮像手段から全画角出力される画像信号から被写体検出を行う
被写体検出手段と、撮像手段から出力された画像信号に基づいて表示装置に画像を表示さ
せる表示手段と、撮像手段が部分読みだしにより部分出力している画像信号に基づく画像
が表示装置に表示がされている場合に、焦点検出の開始指示が検出されると、画像信号が
全画角出力されるよう、撮像手段を全画角読みだしに変更する制御手段とを有し、制御手
段は、焦点検出の開始指示を検出した際、表示されている画像が部分出力された画像信号
に基づいて生成されていた場合、焦点検出手段による焦点検出が終了したら、撮像手段を
部分読み出しに戻すとともに、被写体検出手段によって、部分出力の範囲外で被写体が検
出された場合、焦点検出の終了後に表示装置に表示される、部分出力された画像信号に基
づく画像に警告表示を含めることを特徴とする撮像装置によって達成される。
【００１２】
　また、上述の目的は、撮像レンズが結像した被写体像を画像信号に変換して出力する撮
像手段と、焦点検出の開始指示に応じて、画像信号に基づいて撮像レンズの焦点検出を行
う焦点検出手段と、焦点検出中に撮像手段から全画角出力される画像信号から被写体検出
を行う被写体検出手段と、撮像手段にて出力された撮像した画像信号に基づく画像を表示
装置に表示させる表示手段と、を有する撮像装置の制御方法であって、撮像手段が部分読
みだしにより部分出力している画像信号に基づく画像が表示装置に表示がされている場合
に、焦点検出の開始指示が検出されると、撮像装置の制御手段が、画像信号が全画角出力
されるよう、撮像手段を全画角読み出しに変更する制御ステップを有し、制御ステップで
は、焦点検出の開始指示を検出した際、表示されている画像が部分出力された画像信号に
基づいて生成されていた場合、焦点検出手段による焦点検出が終了したら、撮像手段を部
分読み出しに戻すとともに、被写体検出手段によって、部分出力の範囲外で被写体が検出
された場合、焦点検出の終了後に表示装置に表示される、部分出力された画像信号に基づ
く画像に警告表示を含めることを特徴とする撮像装置の制御方法によっても達成される。
【発明の効果】
【００１３】
　このような構成により、本発明によれば、撮像素子から画像信号が部分出力されて画像
表示されている際のＴＴＬ方式の焦点検出精度を改善することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、図面を参照して本発明を例示的かつ好適な実施形態に基づいて詳細に説明する。
なお、以下では本発明に係る撮像装置の一例としてのデジタルカメラについて説明するが
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、本発明は電子ズーム機能を有する撮像装置およびそのような撮像装置を備える任意の装
置に適用可能である。
【００１５】
　図１は、本発明の実施形態に係る撮像装置の一例としてのデジタルカメラ１００の構成
例を示す図である。
　デジタルカメラ１００は、例えばズームレンズである撮像レンズ１０、絞り機能を備え
る機械式シャッター１２、撮像レンズが結像した被写体像を画像信号に変換する撮像素子
１４、画像信号をディジタル信号に変換するＡ／Ｄ変換器１６を備える。
【００１６】
　タイミング発生部１８は撮像素子１４、Ａ／Ｄ変換器１６、Ｄ／Ａ変換器２６にクロッ
ク信号や制御信号を供給する。タイミング発生部１８は、メモリ制御部２２及びシステム
制御部５０により制御される。撮像素子の蓄積時間の制御は、機械式シャッター１２のみ
ならず、撮像素子１４のリセットタイミングの制御（電子シャッター）によっても可能で
ある。電子シャッターは、例えばライブビュー（スルー表示とも呼ばれる）表示を行う場
合などの動画撮影などに用いられる。
【００１７】
　画像処理部２０は、Ａ／Ｄ変換器１６からのデータ或いはメモリ制御部２２からのデー
タに対して所定の画素補間処理や色変換処理を行う。また画像処理部２０によって画像の
切り出し、変倍処理を行うことで電子ズーム機能が実現される。
【００１８】
　また、撮像で得られた画像データに対する画像処理部２０の所定の演算処理結果を用い
て、システム制御部５０が露光制御部４０、測距制御部４２に対して制御を行うことで、
ＴＴＬ方式の自動焦点検出制御、自動露出制御、フラッシュ制御を行う。
【００１９】
　さらに、画像処理部２０においては、撮像により得られた画像データを用いて所定の演
算処理を行い、得られた演算結果に基づいてＴＴＬ方式のオートホワイトバランス制御も
行っている。
【００２０】
　メモリ制御部２２は、Ａ／Ｄ変換器１６、タイミング発生部１８、画像処理部２０、画
像表示メモリ２４、Ｄ／Ａ変換器２６、メモリ３０、圧縮・伸長部３２を制御する。
【００２１】
　Ａ／Ｄ変換器１６のデータが画像処理部２０、メモリ制御部２２を介して、或いはＡ／
Ｄ変換器１６のデータが直接メモリ制御部２２を介して、画像表示メモリ２４或いはメモ
リ３０に書き込まれる。
【００２２】
　画像表示メモリ２４に書き込まれた表示用の画像データは、Ｄ／Ａ変換器２６を介して
、例えば液晶ディスプレイを備える画像表示部２８により表示される。逐次撮像を行い、
得られた画像データを画像表示部２８に表示するライブビュー表示により、画像表示部２
８を電子ビューファインダ（ＥＶＦ）として機能させることが可能である。以下、ライブ
ビュー表示をＥＶＦ表示と呼ぶ。
【００２３】
　また、画像表示部２８は、システム制御部５０の指示により表示をON/OFFすることが可
能であり、表示をOFFにした場合にはデジタルカメラ１００の電力消費を大幅に低減する
ことが出来る。
【００２４】
　メモリ３０は撮影した静止画像や動画像を格納するためのメモリであり、所定枚数の静
止画像や所定時間の動画像を格納するのに十分な記憶容量を備えている。これにより、複
数枚の静止画像を連続して撮影する連射撮影やパノラマ撮影に対応可能である。また、メ
モリ３０はシステム制御部５０の作業領域としても使用することが可能である。
【００２５】
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　圧縮・伸長部３２は適応離散コサイン変換（ＡＤＣＴ）等を利用したアルゴリズムによ
り、メモリ３０に格納された画像データを圧縮符号化したり、圧縮符号化された画像デー
タを伸長し、処理を終えたデータを再度メモリ３０に書き込む。
【００２６】
　露光制御部４０は絞り機能を備えるシャッター１２を制御し、フラッシュ４８と連携す
ることによりフラッシュ調光機能も有する。
【００２７】
　測距制御部４２は撮像レンズ１０のフォーカシングを制御する。ズーム制御部４４は撮
像レンズ１０のズーミングを制御する。バリア制御部４６は、レンズバリア１０２の開閉
を制御する。
　フラッシュ４８はＡＦ補助光の投光機能、フラッシュ調光機能も有する。
【００２８】
　上述のように、露光制御部４０、測距制御部４２は、撮像により得られた画像に対して
画像処理部２０が行った演算処理の結果に基づいてシステム制御部５０が制御している。
　システム制御部５０は例えばマイクロプロセッサであり、プログラムを実行することに
よりデジタルカメラ１００の全体動作を制御する、メモリ５２はシステム制御部５０の動
作用の定数、変数、プログラム等を記憶する。
【００２９】
　表示部５４はシステム制御部５０でのプログラムの実行に応じて、文字、画像、音声等
を用いて動作状態やメッセージ等を表示する。表示部５４は表示装置のみならず、スピー
カー等の音声出力装置を備えて良い。
　また、表示部５４は、その一部の表示を光学ファインダ１０４内に行うように構成され
ている。
【００３０】
　表示部５４が表示する内容のうち、デジタルカメラ１００の筐体に設けられた表示装置
に表示するものとしては、例えば以下のものがある。情報シングルショット/連写撮影表
示、セルフタイマー表示、圧縮率表示、記録画素数表示、記録枚数表示、残撮影可能枚数
表示、シャッタースピード表示、絞り値表示、露出補正表示、フラッシュ表示、赤目緩和
表示、マクロ撮影表示など。また、これ以外にも、例えばブザー設定表示、電池残量表示
、エラー表示、複数桁の数字による情報表示、記録媒体２００及び２１０の着脱状態表示
、通信I/F動作表示等も可能である。
【００３１】
　また、表示部５４の表示内容のうち、光学ファインダ１０４内に表示するものとしては
、合焦表示、手振れ警告表示、フラッシュ充電表示、シャッタースピード表示、絞り値表
示、露出補正表示、等がある。
　不揮発性メモリ５６は例えば電気的に消去・記録可能なEEPROMであり、システム制御部
５０が実行するプログラムや、各種の設定値などが格納される。
【００３２】
　６０、６２、６４、６６、７０及び７２は、ユーザがデジタルカメラ１００に対して各
種の動作指示を入力するためのユーザインタフェースを構成し、スイッチやボタン、ダイ
アル、タッチパネルなどの入力デバイスで実現される。また、視線検知や音声認識など、
物理的な操作以外の方法による入力デバイスが含まれていたもよい。
【００３３】
　モードダイアルスイッチ６０は、電源オフ、自動撮影モード、撮影モード、パノラマ撮
影モード、動画撮影モード、再生モード、マルチ画面再生・消去モード、PC接続モード、
テレビ受信モード等の各機能モードの指示を入力する。
【００３４】
　シャッタースイッチSW1（６２）は、シャッターボタンの操作途中でONとなる。シャッ
タースイッチSW1（６２）のONにより、システム制御部５０は、自動焦点検出制御、自動
露出制御、ＡＷＢ制御、フラッシュ点灯制御等の動作を開始する。
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【００３５】
　シャッタースイッチSW2（６４）で、シャッターボタンの操作完了でONとなる。シャッ
タースイッチSW2（６４）のONによりシステム制御部５０は、撮影動作を開始する。撮影
動作により、具体的には、
・撮像素子１４から読み出した信号をＡ／Ｄ変換器１６、メモリ制御部２２を介してメモ
リ３０に画像データを書き込む露光処理。
・メモリ３０に書き込まれた画像データに対する、画像処理部２０による現像処理。
・現像処理後の画像データをメモリ３０から読み出し、圧縮・伸長部３２で圧縮符号化し
、所定形式の画像ファイルを生成して、記録媒体２００或いは２１０に書き込む記録処理
。
という一連の処理が行われる。
【００３６】
　画像表示ＯＮ／ＯＦＦスイッチ６６は、画像表示部２８の表示ＯＮ／ＯＦＦの切替を指
示する。
　操作部７０には、様々なボタンやスイッチが含まれる。例えば、メニューボタン、セッ
トボタン、マクロボタン、マルチ画面再生改ページボタン、フラッシュ設定ボタン、単写
/連写/セルフタイマー切り替えボタン等がある。またメニュー移動＋（プラス）ボタン、
メニュー移動－（マイナス）ボタン、再生画像移動＋（プラス）ボタン、再生画像－（マ
イナス）ボタン、撮影画質選択ボタン、露出補正ボタン、日付/時間設定ボタン等もある
。
【００３７】
　ズームスイッチ７２は撮像レンズ１０の倍率（光学ズーム倍率）の変更を指示する。ズ
ームスイッチ７２は、倍率を上げる（撮像画角を狭くする）テレスイッチと、倍率を下げ
る（撮影画角を広くする）ワイドスイッチからなる。
【００３８】
　ズームスイッチ７２の操作により、システム制御部５０はズーム制御部４４に撮像レン
ズ１０の撮像画角の変更を指示する。また、ズームスイッチ７２の操作は、電子ズームに
よる画角変更の指示も与えうる。一般には、光学ズームの最大倍率時にさらなる倍率上昇
指示が与えられた場合に、電子ズームに切り替わるように構成される。電子ズームは、画
像処理部２０により画像の一部領域（通常は中央部）を切り出し、切り出した画像領域を
画素補間処理などによって拡大することで実現される。
【００３９】
　被写体検出部７４は、撮像画像から特定の被写体を検出する。被写体検出部７４は例え
ば人物の顔を検出する顔検出部あって良い。
【００４０】
　電源制御部８０は、電池検出回路、DC-DCコンバータ、通電するブロックを切り替える
スイッチ回路等により構成される。電池の装着の有無、電池の種類、電池残量の検出を行
う。また検出結果及びシステム制御部５０の指示に基づいてDC-DCコンバータを制御し、
必要な電圧を必要な期間、記録媒体を含む各部へ供給する。
【００４１】
　電源部８６はアルカリ電池やリチウム電池等の一次電池やNiCd電池やNiMH電池、Li電池
等の二次電池、ACアダプター等からなる。電源部８６は、コネクタ８４を有し、デジタル
カメラ１００が有するコネクタ８２と接続される。
【００４２】
　インタフェース９０及び９４はメモリカードやハードディスク等の記録媒体２００、２
１０とのデータ通信を制御する。記録媒体２００、２１０は、コネクタ２０６、２１６を
有し、デジタルカメラ１００が有するコネクタ９２、９６とそれぞれ接続される。
　なお、本実施形態では２つの記録媒体２００、２１０を取り扱い可能なデジタルカメラ
１００を説明したが、取り扱い可能な記録媒体の数や種類には特に制限はない。
【００４３】
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　光学ファインダ１０４は、撮像レンズ１０で結像された被写体像をミラーやプリズムを
用いて光学的に投影する。
【００４４】
　通信部１１０は外部機器と有線または無線によるデータ通信を行うための通信インタフ
ェースであり、任意の規格に準拠することができる。
　通信部１１０には、アンテナまたはコネクタ１１２が接続される。
【００４５】
　記録媒体２００、２１０は、メモリカードやハードディスク等、着脱可能な記録媒体で
ある。
　記録媒体２００、２１０は、半導体メモリや磁気ディスク等から構成される記録部２０
２、２１２、デジタルカメラ１００とのインタフェース２０４、２１４および、デジタル
カメラ１００と接続を行うためのコネクタ２０６、２１６を備えている。
【００４６】
　次に、このような構成を有するデジタルカメラ１００におけるＥＶＦ表示処理動作につ
いて、図２に示すフローチャートを用いて説明する。
　図２に示す動作は、モードダイアルスイッチ６０が静止画撮影の各モードあるいは動画
撮影モードで電源が投入された場合に開始される。なお、以下の説明では便宜上、画像表
示部２８の表示解像度が縦６００画素、横８００画素であり、撮像素子１４の撮影解像度
が縦１２００画素、横１６００画素であるとする。
【００４７】
　まず、システム制御部５０は、Ｓ２０２およびＳ２０３で、電子ズームモードを判定す
る。本実施形態のデジタルカメラ１００においては、
（１）光学ズームと固定倍率の電子ズームとを併用し、撮像画像を画像処理によって常に
固定倍率で拡大する電子テレコンモード、
（２）光学ズームの最大倍率までは電子ズームを使用せず、光学ズームの最大倍率を超え
た倍率は画像処理による拡大（電子ズーム）により実現する通常モード、
（３）電子ズームを用いず、光学ズームのみを用いるＯＦＦモード、
の３種類のいずれかを電子ズームモードとして設定可能であるものとする。
【００４８】
　電子ズームモードは例えば、ユーザーが表示部５４に表示されるメニューを操作部７０
に含まれる方向キーとセットボタンにより操作することにより設定することが可能である
。電子ズームモードの設定方法に制限はなく、例えば操作部７０に電子ズーム設定用のボ
タンを設けてもよい。
【００４９】
　Ｓ２０２でシステム制御部５０は、電子ズームモードが電子テレコンモードであるかど
うかを判定する。
　そして、電子テレコンモードが設定されていると判定された場合、システム制御部５０
は、撮像素子１４を部分読出しモードで駆動する（Ｓ２０４）。部分読みだしモードで読
み出される領域は、電子テレコンモードで設定されている倍率によって決定することがで
きる。例えば電子テレコンモードにおける倍率が２．０倍に設定されているとすると、図
３（ａ）に示す全画面（撮像素子１４の全画素）のうち、中央の縦６００画素、横８００
画素の領域のみを読み出し領域とする。これにより、撮像画角が半分の画像を常時得るこ
とができ、記録時に画素を補完することで常に２倍に拡大された撮像画像を得ることがで
きる。システム制御部５０は、画像処理部２０を用いて、部分読み出しした画像からＥＶ
Ｆ画像を生成する（Ｓ２０６）。
【００５０】
　本実施形態では、画像表示部２８の表示解像度が縦６００画素、横８００画素である。
そのため、画素を間引いたり加算したりする必要なく、部分読み出しされた画像をＥＶＦ
画像として用いることができる（等倍表示）。これにより、電子テレコンモードで記録さ
れる撮像画像の範囲を画像表示部２８でＥＶＦ表示することができる（拡大表示に相当）
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。電子テレコンモードでの読み出し範囲とＥＶＦ表示との関係を図３（ｂ）及び図３（ｃ
）に示す。
【００５１】
　一方、システム制御部５０は、電子ズームモードが電子テレコンモードでなければ、通
常モードかどうかを判定する（Ｓ２０８）。
　そして、通常モードが設定されていると判定された場合、システム制御部５０は、撮像
素子１４を全画角読みだしモードで駆動する（Ｓ２１０）。ここでは、撮像素子１４から
縦１２００画素、横１６００画素の全画素を読み出す。そして、倍率に応じた領域に含ま
れる画素を用いてＥＶＦ画像を生成する。
【００５２】
　具体的には、システム制御部５０は、まず、現在の倍率が光学ズームの範囲を超えてい
るかどうかを判別する（Ｓ２１２）。そして、システム制御部５０は、現在の倍率が光学
ズームの倍率範囲内であれば、画像処理部２０を用いて全画角範囲のＥＶＦ画像を生成し
（Ｓ２１８）、ＥＶＦ表示を行う。本例では、ＥＶＦとして用いる画像表示部２８の表示
解像度が縦６００画素、横８００画素であるため、システム制御部５０は、画像処理部２
０を用いて画素の間引きや加算を行い、全画角分の画像を縦横１／２に縮小した画像を生
成し、ＥＶＦ表示を行う。なお、Ｓ２１０において、全画角読み出しモードで全画素を読
み出す代わりに、画像表示部２８の表示解像度に合わせた画素数（本例では縦６００画素
、横８００画素）を全画角範囲から画素間引きして読み出してもよい。この場合、光学ズ
ームの倍率範囲においては読み出した画像をそのままＥＶＦ画像として等倍表示すればよ
い。
【００５３】
　一方、Ｓ２１２で、現在の倍率が光学ズームの最大倍率を超えると判別された場合、シ
ステム制御部５０は、画像処理部２０を用いて、全画角範囲の画像の一部から、画像表示
部２８の表示解像度に合わせたＥＶＦ画像を生成し（Ｓ２１４）、ＥＶＦ表示を行う。こ
の際、画像処理部２０は、全画角範囲の画像の中央から縦横比を維持しながら倍率に応じ
た範囲を切り出し、画像表示部２８の表示解像度に合うように縮小或いは拡大（画素を削
減または補完）してＥＶＦ画像を生成する。
【００５４】
　システム制御部５０は、Ｓ２０８で電子ズームモードが通常モードでなかった場合、Ｏ
ＦＦモードであると判定する。
　この場合、システム制御部５０は、通常モードと同様、撮像素子１４を全画角読みだし
モードで駆動する（Ｓ２１６）。そして、システム制御部５０は、通常モードにおいて光
学ズームの倍率範囲内で行ったようにしてＥＶＦ画像を生成し（Ｓ２１８）、画像表示部
２８にＥＶＦ表示する。ＯＦＦモードでは、光学ズームの最大倍率を超える倍率の指定は
受け付けない。
【００５５】
　Ｓ２１１でシステム制御部５０は、シャッタースイッチＳＷ１（６２）がＯＮとなった
か、すなわち焦点検出の開始指示が入力されたか確認する。シャッタースイッチＳＷ１（
６２）がＯＦＦであれば、システム制御部５０は処理をＳ２０２へ戻し、電子ズームモー
ドに応じたＥＶＦ表示を継続する。
　このようにして、電子ズームモードに応じたＥＶＦ表示を行う。
【００５６】
　次に、ＥＶＦ表示中に、シャッタースイッチＳＷ１（６２）のＯＮが検出された場合、
すなわち、焦点検出の開始指示が検出された場合のＥＶＦ表示処理について、図４に示す
フローチャートを用いて説明する。
【００５７】
　システム制御部５０は、Ｓ３０２において、シャッタースイッチＳＷ１（６２）の状態
を検出する（Ｓ３０２）。そして、シャッタースイッチＳＷ１（６２）がＯＦＦであれば
、図２のＳ２０２へ処理を戻し、通常のＥＶＦ表示を継続する。
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　シャッタースイッチＳＷ１（６２）がＯＮであれば、システム制御部５０は、電子ズー
ムモードが電子テレコンモードかどうか判別する（Ｓ３０４）。
【００５８】
　電子ズームモードが電子テレコンモードでなければ、システム制御部５０は図２で説明
した各モードにおけるＥＶＦ表示処理を継続して行う（Ｓ３１２）。電子ズームモードが
通常モードまたはＯＦＦモードである場合には、画素の読み出し範囲は焦点検出開始前と
同一（全画角範囲）であり、ＥＶＦ表示処理も焦点検出開始前と同一処理で問題ない。た
だし、焦点検出中においては、画素間引き又は加算を行い、画像表示部２８の表示解像度
に等しい画素数の画像を読み出すものとする。
【００５９】
　一方、電子ズームモードが電子テレコンモードであれば、システム制御部５０は、撮像
素子１４の駆動モードを部分読みだしモードから全画角読出しモードに変更する（Ｓ３０
６）。また、に設定する。ここでも他の電子ズームモードと同様、画素間引き又は加算を
行い、画像表示部２８の表示解像度に等しい画素数の画像を読み出すものとする。
【００６０】
　このように、どの電子ズームモードであっても、焦点検出時には、全画角範囲の画素を
加算又は間引きして読み出すことにより、ＥＶＦ表示時と同じ画素数の画像を用いて焦点
検出を行い、焦点検出速度を損なわないようにしている。
　システム制御部５０は、全画角範囲の画素を用いて、ＴＴＬ方式の焦点検出を行う。焦
点検出中も、ＥＶＦ表示は継続して行う。
【００６１】
　電子ズームモードが電子テレコンモードであった場合、焦点検出開始後に画素の読み出
し範囲が広くなる。そのため、撮像素子１４から読み出した範囲が表示範囲となるような
ＥＶＦ表示を焦点検出開始後も継続すると、ＥＶＦ表示の画角が焦点検出開始前後で変化
してしまう。
【００６２】
　そのため、本実施形態でにおいてシステム制御部５０は、電子ズームモードが電子テレ
コンモードであった場合であっても、焦点検出開始前後でＥＶＦ表示の画角が変わらない
よう、焦点検出開始前と同一画角のＥＶＦ画像を生成する（Ｓ３０８）。
【００６３】
　具体的には、図３（ｄ）及び図３（ｅ）に示すように、システム制御部５０は、焦点検
出後開始後の読み出し範囲、すなわち全画角範囲から、ＥＶＦ表示時と同一画角の範囲を
切り出し、画像表示部２８の表示解像度に合うように拡大してＥＶＦ画像を生成する。こ
上述したように、本実施形態では焦点検出中には、全画角範囲から画素の間引き又は加算
により縦６００画素、横８００画素の画像を生成しているため、電子テレコンモードの倍
率が２．０倍であれば中央の縦３００画素、横４００画素を切り出し範囲とする。そして
、システム制御部５０は、画像処理部２０を用いて、切り出し範囲の画像を切り出し、画
像表示部２８の表示解像度である縦６００画素、横８００画素の画像に拡大してＥＶＦ画
像を生成し、画像表示部２８に表示する。
【００６４】
　この場合、焦点検出中のＥＶＦ表示は画像処理によって拡大された画像となるため、焦
点検出していない際のＥＶＦ表示よりも若干ながら画質が低下する。
【００６５】
　例えばシャッタースイッチＳＷ１（６２）がＯＦＦとなったり、シャッタースイッチＳ
Ｗ２（６４）がＯＮとなって撮像、記録処理が行われたりした場合など、焦点検出が終了
した場合（Ｓ３１０，Ｙ）、システム制御部５０は、処理をＳ２０２へ戻す。焦点検出が
継続していれば（Ｓ３１０，Ｎ）、システム制御部５０は処理をＳ３０４へ戻す。
【００６６】
（変形例）
　本実施形態のデジタルカメラ１００は、被写体検出部７４を有する。被写体検出部７４
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による被写体検出を、撮像素子の、部分読みだし範囲外（フレームアウト領域と呼ぶ）を
含めて行うことで、ユーザに有用な機能を提供することができる。フレームアウト領域は
、撮像はされるが、表示や記録に用いられない画素領域と言うこともできる。
【００６７】
　被写体検出部７４は、例えば被写体が顔の場合、予め登録されている顔パーツのパター
ンを用い、撮像画像とパターンマッチングを行うなど、従来知られている手法を用いて実
現することができる。
【００６８】
　例えば電子テレコンモードにおいては、撮像素子１４の全画角範囲のうち、倍率に応じ
た中央の一部領域のみがＥＶＦ表示や記録に用いられる。図３（ａ）の例であれば、中央
の縦６００画素、横８００画素の領域以外はフレームアウト領域である。
【００６９】
　上述の通り、本実施形態では、電子テレコンモードが設定されていた場合であっても、
全画角範囲の画素を用いて焦点検出を行う。そして、本変形例では、焦点検出時に、フレ
ームアウト領域を含めた全画角範囲で被写体検出を行う。
【００７０】
　その結果、フレームアウト領域において被写体が検出された場合には、焦点検出終了後
のＥＶＦ表示時の制御を変更することができる。
【００７１】
　具体的には、システム制御部５０は、読み出し領域（電子テレコンモードの場合）及び
切り出し領域（通常モードで、光学ズームの最大倍率を超えた倍率が指定されている場合
）の位置および大きさの情報（フレーム情報）を記憶しておく。そして、焦点検出中に画
像処理部２０から得られる被写体検出結果に含まれる被写体の大きさ及び位置の情報と、
記憶しておいたフレーム情報とから、フレームアウト領域で被写体が検出されたのかどう
かを判定することができる。
【００７２】
　図５（ａ）～図５（ｃ）は、フレームアウト領域で被写体（ここでは顔とする）が検出
された際のＥＶＦ表示の例を示す図である。
　図５（ａ）は、ＥＶＦ表示制御を変更しない場合である。また、図５（ｂ）は、ユーザ
に対してフレーム外に被写体が存在することを警告する表示４１０をＥＶＦ画像に重畳し
て表示する例を示している。警告は、表示部５４で行ってもよい。
【００７３】
　図５（ｃ）は、被写体が含まれるように読み出し領域の位置を変更した場合のＥＶＦ表
示例を示している。
　ここでは、被写体（検出された顔）が中心にくるように読み出し領域の位置を変更して
いる。顔検出処理により顔の位置情報が得られるため、システム制御部５０はＳ２０５に
おける部分読みだし領域の設定時に、顔が中心に来るような部分読み出し領域を設定する
ことができる。また、通常モードにおいても、電子ズーム時の切り出し領域を同様に設定
することができる。
【００７４】
　これら制御のうち何れを実行するかは、ユーザが設定可能としてもよいし、撮影モード
に応じてシステム制御部５０が自動的に選択してもよい。例えば、検出された顔に基づい
て焦点検出や露出制御を行う撮影モードにおいては、フレームアウト領域で顔が検出され
たら顔を含むように読み出し領域を変更するようにしてもよい。また、撮影条件、例えば
ズームポジションが予め定めた位置よりもテレ端に近い場合には警告表示を行い、ワイド
端に近い場合には警告表示を行わないようにしてもよい。
【００７５】
　このように、フレームアウト領域において被写体が検出された場合に警告表示や読み出
し位置の変更を行うことで、例えば高倍率時のように、被写体をフレーム内に納めること
が難しい場合にユーザの撮影を支援することができる。
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【００７６】
　以上説明したように、本実施形態によれば、ＥＶＦ表示画像の画角よりも焦点検出に用
いる画像の画角が広い場合、焦点検出中には、焦点検出用の画像からＥＶＦ表示用画像を
生成してＥＶＦ表示を行う。そのため、焦点検出中であるか否かにかかわらず、画角が変
わらないＥＶＦ表示を実現することができる。また、焦点検出中の読出しは間引き率が高
いため、高速な焦点検出が実現可能である。
【００７７】
　また、本実施形態によれば、部分出力された画像信号による画像が表示されている際に
ＴＴＬ方式の焦点検出精度を実行する場合には、全画角出力するように変更するので、Ｔ
ＴＬ方式の焦点検出精度を改善することができる
【００７８】
　また、本実施形態の変形例においては、撮像素子のうち、撮像は可能だが表示や記録に
用いられない画素領域（フレームアウト領域）が存在する撮影モードであっても、全画角
範囲の画像を用いて焦点検出を行うとともに、全画角範囲の画像に対して被写体検出する
。そして、フレームアウト領域で被写体が検出された場合には、警告を行ったり、読み出
し領域を被写体を含むように変更する。これにより、被写体がフレームアウトしているこ
とをユーザに知らせたり、高倍率時のようにフレームに被写体を収めるのが困難な場合に
、ユーザの撮影を支援したりすることができる。
【００７９】
（他の実施形態）
　上述の実施形態においては、通常の静止画撮影時を前提として説明したが、動画撮影中
の静止画撮影時においても同様の制御を適用できる。
　上述の実施形態は、システム或は装置のコンピュータ（或いはＣＰＵ、ＭＰＵ等）によ
りソフトウェア的に実現することも可能である。
【００８０】
　従って、上述の実施形態をコンピュータで実現するために、該コンピュータに供給され
るコンピュータプログラム自体も本発明を実現するものである。つまり、上述の実施形態
の機能を実現するためのコンピュータプログラム自体も本発明の一つである。
【００８１】
　なお、上述の実施形態を実現するためのコンピュータプログラムは、コンピュータで読
み取り可能であれば、どのような形態であってもよい。例えば、オブジェクトコード、イ
ンタプリタにより実行されるプログラム、ＯＳに供給するスクリプトデータ等で構成する
ことができるが、これらに限るものではない。
【００８２】
　上述の実施形態を実現するためのコンピュータプログラムは、記憶媒体又は有線／無線
通信によりコンピュータに供給される。プログラムを供給するための記憶媒体としては、
例えば、フレキシブルディスク、ハードディスク、磁気テープ等の磁気記憶媒体、ＭＯ、
ＣＤ、ＤＶＤ等の光／光磁気記憶媒体、不揮発性の半導体メモリなどがある。
【００８３】
　有線／無線通信を用いたコンピュータプログラムの供給方法としては、コンピュータネ
ットワーク上のサーバを利用する方法がある。この場合、本発明を形成するコンピュータ
プログラムとなりうるデータファイル（プログラムファイル）をサーバに記憶しておく。
プログラムファイルとしては、実行形式のものであっても、ソースコードであっても良い
。
【００８４】
　そして、このサーバにアクセスしたクライアントコンピュータに、プログラムファイル
をダウンロードすることによって供給する。この場合、プログラムファイルを複数のセグ
メントファイルに分割し、セグメントファイルを異なるサーバに分散して配置することも
可能である。
　つまり、上述の実施形態を実現するためのプログラムファイルをクライアントコンピュ
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【００８５】
　また、上述の実施形態を実現するためのコンピュータプログラムを暗号化して格納した
記憶媒体を配布し、所定の条件を満たしたユーザに、暗号化を解く鍵情報を供給し、ユー
ザの有するコンピュータへのインストールを許可してもよい。鍵情報は、例えばインター
ネットを介してホームページからダウンロードさせることによって供給することができる
。
【００８６】
　また、上述の実施形態を実現するためのコンピュータプログラムは、すでにコンピュー
タ上で稼働するＯＳの機能を利用するものであってもよい。
　さらに、上述の実施形態を実現するためのコンピュータプログラムは、その一部をコン
ピュータに装着される拡張ボード等のファームウェアで構成してもよいし、拡張ボード等
が備えるＣＰＵで実行するようにしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００８７】
【図１】本発明の実施形態に係る撮像装置の一例としてのデジタルカメラの機能構成例を
示すブロック図である。
【図２】本発明の実施形態に係るデジタルカメラにおける、ＥＶＦ表示処理を説明するた
めのフローチャートである。
【図３】本発明の実施形態に係るデジタルカメラにおける、撮像素子の読出し範囲とＥＶ
Ｆ表示との関係を示した図である。
【図４】本発明の実施形態に係るデジタルカメラにおける、焦点検出中のＥＶＦ表示処理
を説明するためのフローチャートである。
【図５】本発明の実施形態に係るデジタルカメラにおいて、フレームアウト領域で被写体
が検出された際の、ＥＶＦ表示の例を示す図である。
【図１】 【図２】
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